
 

令和８年度 

社会福祉法人野辺地町社会福祉協議会 事業計画 

 

 

Ⅰ．基本理念 

野辺地町社会福祉協議会では次の６項目を基本理念として活動を推進していきます。 

 

１．私たちは、あらゆる人や組織と協力して、生活上の課題を持つ人の権利を擁護するために、

早期発見と早期対応に努めます。 

２．私たちは、多様な町民の参加を得て、一人ひとりが何らかの役割を担いつつ、その人らし

い生き方ができる地域社会を実現します。 

３．私たちは、町民を主体とした地域の福祉課題の解決に取り組み、地域福祉を基点にしたま

ちづくりをすすめます。 

４．私たちは、専門職としての倫理と誇りを持ち、先駆的、開拓的精神によって、謙虚な姿勢

で課題解決のために最善を尽くします。 

５．私たちは、だれもが住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、品質の高

いサービスの提供に挑戦し続けます。 

６．私たちは、安全性の向上と事故防止に努め、職場内での連携を強化し、役職員が一体とな

った透明性の高い組織運営を行います。 

 

 

Ⅱ．基本方針 

 少子高齢化や人口減少が進む中、地域や家庭における支え合いの基盤が弱まり、加えて物価

高騰による生活困窮や社会的孤立などの課題も依然として残っています。 

 このような地域社会の中、本会では複雑化・複合化する福祉ニーズと地域住民の信頼に応え

ていくため、地域での生活を構成する幅広い関係者による参加と協働により、持続的発展が期

待できる地域社会の構築と、地域住民のつながりの再構築に向け住民の交流や生活支援など地

域課題の解決や、だれもが安心して暮らせるまちづくりを推進していきます。加えて災害の頻

発化・大規模化がしており、平時からの災害に備え体制整備を図っていきます。 

 介護保険事業においては、介護が必要になっても、住み慣れた地域や住まいで尊厳ある自立

した生活を継続できるよう、質の高いサービスを提供することと、医療・保健・介護・福祉・

障害など各種関係機関との連携強化を図るとともに、利用者のニーズを的確に把握し各職員が

専門性を発揮できるよう支援していき、これらに対応できるよう質の高い介護人材の確保・育

成に取り組みます。また、効率性や収益性も意識し、安定した事業の継続に努めます。 

 

 

 

 

 



 

Ⅲ．重点目標 

 

 １．法人組織・運営体制 

  （１）法令を遵守しながら、適切な法人運営や事業経営を行うとともに、総合的な企画

や各部門間の調整等を行う社協全体の経営・組織を管理していきます。 

  （２）広報「しあわせ」及びホームページの内容充実、また、ＳＮＳ（フェイスブック 

・インスタグラム）を活用し社協が行っている事業をわかりやすく紹介しながら、

福祉に対する町民の理解促進を図っていきます。 

 

２．地域福祉活動 

  （１）自主的に取り組んでいける地域リーダーや、地域ボランティアの育成を目的とし

た研修会を開催し、地域の担い手となる人材の確保と育成の推進をしていきます。 

（２）高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるために、配食サービスを通して見守

りの強化を図ります。 

（３）日常生活自立支援事業を青森県社会福祉協議会から受託し、基幹的社協として利

用者の金銭管理を支援します。 

 

３．介護保険事業・障害福祉サービス事業 

■居宅介護支援事業所 

（１）利用者や家族が希望する自立した生活が送れるようサービスの調整及び相談・助言

を行います。 

（２）医療・保健・介護・福祉・障害など各種関係機関との連携を図り、事業の持続的成

長を目指します。 

（３）介護サービスの質の向上を目指し各種勉強会へ参加します。 

（４）地域の行事への参加、幅広い世代の方との交流を通し地域の様々な課題の解決に向

けた取組を行います。 

 

■訪問介護事業所・障害福祉サービス事業（居宅介護） 

（１）ご家族・各関係機関と連携を図りながら、利用者が安心・安全に在宅生活が送れる

よう支援します。 

（２）職員のスキルアップに努め、利用者のニーズに応じた柔軟なサービスを提供します。 

（３）感染症対策を徹底し、安心して利用いただけるよう努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅳ．事業計画 

（１）法人組織・運営体制 

事 業 名 事  業  内  容 

１．各種会議 

 

 

２．各種部会委員会 

 

 

３．各種研修 

 

 

４．苦情処理体制 

 

 

 

５．広報啓発 

 

 

 

 

６．社協ＰＲ活動 

 

 

７．会員拡充 

 

 

８．地域福祉活動計画策定 

 

 

三役会、理事会、評議員会、監査会の開催や、職員運営会議

及び職員会議を定期的に開催します。 

 

総務部会、事業部会、生活福祉資金貸付調査委員会等の委員

会を開催します。 

 

役職員の資質向上のため内部研修の充実を図り、また外部研

修会への参加を促進します。 

 

利用者からの苦情を適切に解決するため、第三者委員の機能

を周知するとともに、必要に応じて委員会の活用に努めま

す。なお、任期満了による改選があります。 

 

社協活動の周知と啓発のため、広報『しあわせ』を年６回

（５月、７月、９月、１１月、１月、３月）Ａ４判で発行し

ます。また、ホームページを通じて本会の収支状況や事業の

情報等を公表します。 

 

イベントに参加し、社協のＰＲ活動を行います。また、自治

会等へ社協のＰＲチラシを配布します。 

 

社協会員（一般会費、賛助会費、団体会費）の加入促進に努

めます。 

 

第６次地域福祉活動計画の策定年であるため、各事業の見直

し及び検討を行い、地域の課題把握や解決に努めます。 

 

（２）地域福祉活動 

事 業 名 事  業  内  容 

１．日常生活自立支援事業 

 

 

 

２．日常生活費預かり事業 

 

基幹的社協として、日常的な金銭管理が困難な高齢者や障が

い者を対象に、預金通帳や書類等の保管等を行い安心して暮

らせるように支援します。 

 

日常生活自立支援事業の利用者を対象に、利用者の生活費を

本会で預かり、日常生活の安定を図るため支援します。 

 



 

３．法人後見業務 

 

 

 

４．心配ごと相談事業 

 

 

 

５．シルバー人材センター事業 

 

 

 

６．福祉セミナー 

 

 

７．情報交換・協働 

日常的な金銭管理が困難な高齢者や障がい者を対象に、本会

が成年後見人、保佐人、補助人となり、本人の身上配慮を中心

とした生活の支援をします。 

 

住民の日常生活上のあらゆる相談について、弁護士が年２回

無料で相談に応じます。 

７月、１１月実施予定 

 

高齢者の持っている知識や技術を地域福祉の向上に活用する

と共に自身の生きがいの充実と地域社会の発展に寄与するた

めに広く会員を募集します。 

 

突然やってくる家族の介護をテーマとしたセミナーを開催し

ます。 

 

民児協や関係機関・団体との連絡、調整を図ります。 

 

（３）ボランティア活動 

事 業 名 事  業  内  容 

１．ボランティア協力校指定 

 

 

 

 

 

２．収集ボランティア 

（プルタブ回収） 

 

町内の児童・生徒を対象に、福祉への関心や理解を深めると

ともに地域での体験活動を通じて、思いやりやお互いに連携

し助け合う力を養うことを目的に協力校へ助成します。 

（実施協力校：野辺地高校、野辺地西高、野辺地中、 

野辺地小、若葉小） 

 

収集活動は誰もが身近で取り組みやすい活動のため、プルタ

ブの収集活動を行います。プルタブは回収業者を通して換金

し、車いす購入等に役立てます。 

（４）在宅福祉サービス 

事 業 名 事  業  内  容 

１．配食・見守りサービス事業 

 

 

 

 

２．給食サービス 

（ことぶき会） 

 

 

６５歳以上の一人暮らし高齢者等であって、安否確認及び配

食サービスが必要な方を対象に、月曜日から金曜日に食事の

提供をするとともに、安否確認等の見守りの援助にも繋げて

いきます。 

 

７０歳以上の一人暮らしの方を対象に、年１回会食や余興等

を通して、交流や親睦を図ります。 

（９月実施予定・利用者負担５００円） 

 



 

３．介護用品支給事業 

 

 

 

４．福祉安心電話サービス事業 

 

 

５．備品貸出事業 

 

 

６．子育て支援事業 

①こどもワクワク広場 

 

 

②こども服リユース事業 

（ふくチル） 

 

 

７.地域交流事業  

（にこにこサロン） 

  

８.食材無料配布事業 

（食チル） 

 

在宅で常時介護用品を使用している非課税の高齢者や障がい

者の方へ、年１回１０，０００円以内の紙おむつや尿取りパ

ット等の購入チケットを支給します。 

 

一人暮らしや病気等で不安のある方等のお宅に設置し、相談

や緊急事態も２４時間対応できます。 

 

本会の備品を貸出します。また、在宅生活において歩行困難

な方へ、無料で３ヶ月間車いすを貸出しします。 

 

 

町内在住のこどもを対象とし、親子の交流の場として縁日を

開催します。（８月実施予定） 

 

ご家庭でサイズが合わなくなったこども服を収集し、必要と

されるご家庭に無償で譲渡します。 

（年２回実施予定） 

 

地域住民が自主的に集い、地域の仲間づくり、つながりを深

める交流の場「サロン」づくりを支援します。 

 

町内のひとり親世帯を対象に、ゆうき青森農協女性部野辺地

支部様、野辺地ライオンズクラブ様等からご提供いただく食

材を無料で配布します。 

（９月実施予定） 

 

（５）お祝い事業 

事 業 名 事  業  内  容 

１．新生児お祝い事業 

 

 

２．長寿者お祝い事業 

 

 

 

３．卒業お祝い事業 

 

町内に住所を有する新生児へのお祝いとして、１０，０００

円分の野辺地町商品券を贈呈します。 

 

町内に住所を有する１００歳長寿者へ、１０，０００円分の

野辺地町商品券と花束を贈呈します。 

（対象者１０名予定） 

 

町内の小学校を卒業する児童へお祝い品を贈呈します。 

 

 

 

 



 

（６）各種団体への助成事業 

事 業 名 事  業  内  容 

１．各種団体助成事業 福祉団体を対象に助成を行います。また、各団体との連携を図

ります。 

（団体名：野辺地町老人クラブ連合会） 

（７）低所得者自立更生事業 

事 業 名 事  業  内  容 

１．生活福祉資金貸付事業 

 

 

 

 

 

 

 

２．助け合い資金貸付事業 

 

 

 

３．生活困窮者自立相談

支援事業 

 

 

 

４．フードバンク事業 

 

 

５．青森しあわせネット

ワーク事業 

 

県社協が実施主体で、町社協が窓口となり申請受付等を行い、

低所得世帯等に対して、経済的自立及び生活意欲の助長促進等

を目的とした福祉資金や教育支援資金等の貸付及び償還指導を

行います。また、民生委員児童委員の相談援助活動の協力を得

て、当該世帯の自立を支援します。 

（種類：総合支援資金、福祉資金、教育支援資金、不動産担保

型資金） 

 

低所得者世帯等に対して３万円を上限額とし、必要な応急援助

資金の貸付と必要な援助指導を行い、経済的自立と生活意欲の

助長促進を図ります。 

 

生活困窮者が困窮状態から早期に脱却することを支援するた

め、本人の状態に応じた包括的な相談支援を実施します。 

上北郡内の相談窓口は上北地域自立相談窓口（七戸町）です

が、本会でも相談を受け付しています。 

 

生活困窮者世帯等に対し、県社協等から無償で譲り受けた食品

を提供します 

 

既存の制度やサービスによる支援が受けられず、緊急性を要す

る生活困窮状態にあり、援助の実施により一定の生活の安定が

見込める場合に、１世帯５万円を限度とした経済的援助を現物

給付で行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（８）共同募金運動 

事 業 名 事  業  内  容 

１．共同募金委員会 

 

２．募金運動 

 

３．配分事業 

 

４．災害見舞金配分 

 

共同募金委員会の事務運営を円滑に行います。 

 

個別募金や街頭募金、法人・職域募金活動の推進を図ります。 

 

社協各種事業の推進を図ります。 

 

火災や水害にあった世帯に対して、見舞金を支給します。 

 

（９）野辺地町受託事業 

事 業 名 事  業  内  容 

１．生活支援体制整備事業 

 

 

 

 

２．外出支援サービス事業 

 

 

 

３．要援護者除雪対策事業 

 

 

 

 

 

４．障害者移動支援事業 

 

 

５．子育て世帯訪問支援事業 

 

 

高齢者の一人暮らしや夫婦世帯等を対象に、地域住民のボラン

ティアである見守りサポーターが見守り活動を行います。ネッ

トワーク会議と研修会を開催し、サポーターの意識の高揚とニ

ーズの把握を行います。 

 

昨年度新規購入した移送車で、車いすや寝台（ストレッチャ

ー）を使用する利用者を対象とし、在宅から医療機関への移送

サービスを実施します。 

 

概ね６５歳以上の一人暮らし高齢者世帯や障がい者の方を対象

に玄関前から表通りまでの軽微な除雪を行います。町民税非課

税の方で、除雪できる協力者が近隣地区に居住していない世

帯。なお、収入（各種年金等含む）が１４８万円以上の方は対

象外となります。 

 

車いすや寝台（ストレッチャー）を使用する障がい者を対象と

し、在宅から医療機関等への移送サービスを実施します。 

 

家事、育児等に対して不安や負担を抱える子育て家庭及び妊産

婦、ヤングケアラー等がいる家庭をヘルパーが訪問し、家事

（食事の準備、洗濯、掃除、買物の代行等）、育児支援の業務

を行います。 

 

 

 

 

 

 



 

（１０）介護保険事業・障害福祉サービス事業 

事 業 名 事  業  内  容 

１．居宅介護支援事業  

 

 

 

２．訪問介護事業 

介護予防・日常生活

支援総合事業 

障害福祉サービス事

業（居宅介護） 

 

３．その他 

要介護（要支援）の介護認定を受けた方のニーズや意向に沿っ

たケアプラン作成とサービス利用の調整をします。また、介護

保険に関する相談・助言・手続き等を行います。 

 

訪問介護員の派遣により身体介護や生活援助を行います。また

利用者ができる限り自立した日常生活を維持できるように支援

していきます。 

 

 

 

福祉団体・医療関係機関等との連絡調整を行います。 

 

（１１）その他 

項   目 内   容 

１．実習生受け入れ事業 

 

 

２．青森県社会福祉大会 

 

 

３．上北郡社会福祉大会 

 

 

４．町民生委員児童委員

協議会事務局 

 

５．町老人クラブ連合会

事務局 

 

６．町身体障害者福祉会

事務局 

 

７．こども食堂の後援 

 

福祉系大学から要請があった場合、社会福祉理念の構築や実務

経験等の援助技術習得のため、実習生の受け入れを行います。 

 

地域福祉の向上に寄与した個人及び団体への表彰を行います。 

１０月開催予定 場所 青森市 

 

地域福祉の向上に寄与した個人及び団体への表彰を行います。 

１０月開催予定  場所 六戸町 

 

町民生委員児童委員協議会の事務運営を円滑に行います。 

 

 

町老人クラブ連合会の事務運営を円滑に行います。 

 

 

町身体障害者福祉会の事務運営を円滑に行います。 

 

 

こども食堂開催時の後援をしながら協力をしていきます。 

 


